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【背景・研究目的】 

コロナ禍での摂食障害のアウトブレイクの報告は世界各国でなされている。摂食障

害患者は低栄養状態から様々な身体合併症をもたらし、治療過程においても予測不能

な低血糖発作やリフィーディング症候群（慢性的な栄養不良状態から急な十分量の栄

養補給で低リン血症など多彩な代謝合併症を来す）のリスクが存在する。 

持続的グルコースモニタリングによって、痩身体型であっても耐糖能異常が起こる

リスクを 24 時間の血糖値を評価する。また。摂食障害の回復のため入院治療では「体

重」の値で行動療法を行う。実際に治療前後で脳構造や機能の回復が認められた報告

も多い(Walton et al., 2022)。しかし、実際は体重よりも体脂肪率が予後に関与してい

るとも言われる(Bodell & Mayer, 2011)。入院治療方針としても、体重だけでなく「体

脂肪率」も含め、骨量、筋肉量などの体組成を調べ、重症度や治療過程の予後に何の

要因が影響しているか検証する必要がある。 

これらの低栄養、代謝異常、体組成は摂食障害者の脳萎縮と関連する。これまで脳

構造・機能の変化の脳画像研究は散見されるが、縦断的研究（入院時、入院治療 1 か

月後、ある程度回復した退院時、完全に回復した 1 年後）で経過を追う研究は国際的

にみても稀有である。 

本研究は、摂食障害患者の血糖値と体脂肪率を持続的に測定し、その影響を脳画像
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データで詳細に検証するものである。体重だけでなく体脂肪率も治療過程に影響を及

ぼすこと、脳萎縮や認知機能低下の回復過程を追うことを目指している。 

現在、被験者のリクルートを進めている。今回、渡航先である Korea Brain 

Research Institute においては、最新の脳画像解析手法の安静時 fMRI の解析を習得し

た。また、既に取得済みの健常者の MRI 画像を用いて、現段階での予備的な解析を実

施した。 

 

【方法】 

 健康な日本人思春期女性を対

象として、ボディイメージギャッ

プと辺縁系脳領域の安静時の機能

的結合の関連を評価した。参加者

30 名で、平均年齢は 16.3 歳、平

均 BMI は 20.1 であった。Beck 

抑うつ尺度は平均 7.87 点であった。ボディイメージに関しては、Basic Olomouc Body 

Rating(Klečková, 2016)を用い、理想のボディイメージと現在のボディイメージに対す

る主観的評価を用い、両者の差を「身体イメージギャップ」と定義し評価を行った。 
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脳画像の取得には 3 テスラ MRI を用い、扁桃体や海馬といった辺縁系領域の機能

的結合を評価するため、安静時機能的 MRI による seed to voxel 解析を実施した。デー

タ解析には CONN-fMRI ツールボックスを用いた。 

 

【結果】 

ボディイメージギャップと右側扁桃体-右側頭極の安静時の機能的結合に有意な負の

相関が見られた。すなわち、理想と現実の身体イメージの差が大きいほど、扁桃体と

側頭極の安静時の機能的結合が低下する傾向が示された。 

摂食障害（AN）患者が自分の体を見た際、扁桃体の活性化が重要な役割を果たして

いることが示されている(Seeger et al., 2002)。また、AN 患者では、側頭極と扁桃体の

機能的結合に変化が見られ、感情の調節が障害されることで体重増加に対する不安が

高まると考えられる(Paolini et al., 2014)。本研究では、身体イメージのギャップと安

静時の脳の機能的結合との関係を評価し、扁桃体の活動が歪んだ身体イメージの認知

に影響を与える可能性が示唆された。 
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